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令和６年７月１９日に、農業委員、及び農地利用最適化推進委員の任期が満了し、 農業 

委員の改選がありました。 

今回の改選では、農地集積率及び耕作放棄地率が、国の基準をクリアしたことから、農地

利用最適化推進委員を設置しないこととなり、農業委員だけの改選となりました。 

農地利用最適化推進委員の皆様、今までありがとうございました。 

さて、新たに農業委員となられた３７名の皆様には、令和６年７月２２日に、浅見市長から 

任命書が交付されました。 

また、その後の臨時総会において、会長に將亦冨士夫委員、副会長に池田美由紀委員が、 

選出され、新たな農業委員会体制のスタートとなりました。 

皆様、今後ともよろしくお願いいたします。 

農業委員会の主な役割 

  １．  農地の権利移動や転用の許可、農地パトロールを実施します。 

  ２． 担い手への農地利用の集積、集約化や、遊休農地の発生防止、解消に向けて取り組みを 

進めます。 

  ３． 農業の担い手育成や確保に向けた取組みを進めます。 

  ４． 農業者の声を広くお聞きし、市に対し意見を提出します。

特 別 号
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３
番 

谷
口 

義
信 

①
余
呉
町
文
室 

② 

農
業 

③
厳
し
い
農
業
情
勢
の
中
、
地
域
農 

業
が
持
続
で
き
る
様
、
微
力
な
が
ら
努
め
て 

ま
い
り
ま
す
。 

４
番 

幸
田 

重
徳 

①
西
浅
井
町
庄
②

農
業
兼
団
体
職
員 

③
中
山
間
地
域
の
農

地
を
守
り
、
地
域
農
業
が
持
続
的
に
発
展 

し
て
い
け
る
よ
う
努 

め
て
ま
い
り
ま
す
。 

５
番 

脇
坂 

良
平 

①
小
谷
丁
野
町 

②

農
業 

③
年
々
厳
し
い
農
業
情
勢
の
中
、
地

域
の
農
地
・
農
業
者
を
守
り
、
持
続
可
能
な 

農
業
に
な
る
よ
う
貢
献 

し
た
い
。 

 

６
番 

中
川 

半
弥 

①
大
戌
亥
町 

②
農 

業
兼
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー 

③
地
域
農
業
の
維

持
継
続
、
農
地
の
保
全
に
微
力
な
が
ら
努
め 

ま
す
。 

７
番 

多
賀 

君
子 

①
山
ノ
前
町 

②
農

業 

③
大
切
な
農
地
を
守
る
と
共
に
、
地
域 

の
農
業
や
農
業
者
を
守
り
、
次
世
代
に
引
き 

継
ぐ
活
動
に
努
力
し
て 

い
き
ま
す
。 

８
番 

石
橋 

萬
次
郎 

①
余
呉
町
上
丹

生 

②
農
業 

③
農
業
法
人
化
の
増
加
と
育 

成
、
サ
ル
、
シ
カ
に
よ
る
獣
害
の
減
少
対
策 

に
努
め
ま
す
。 

９
番 

阿
辻 

康
博 

①
西
浅
井
町
岩
熊 

②
農
業 

③
厳
し
い
農
業
情
勢
の
中
、
地
域

の
農
業
や
農
業
者
を
守
り
、
次
世
代
に
引
き 

継
げ
る
よ
う
努
力
し
た 

い
と
思
い
ま
す
。 

１０
番 

大
塚 

高
司 

①
保
多
町 

②
農
業 

③
地
域
農
業
を
守
る
た
め
、
ま
た
、
次
世
代

の
農
業
者
が
成
長
産
業
と
し
て
確
立
で
き 

る
よ
う
に
努
め
さ
せ 

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

１１
番 

宮
澤 

幸
次 

①
高
月
町
柏
原 

② 

農
業 

③
厳
し
い
農
業
情
勢
の
中
、
地
域
農

業
の
継
続
の
た
め
、
農
地
集
約
、
後
継
者
の 

育
成
に
、
微
力
な
が 

ら
努
め
て
ま
い
り
ま 

す
。 

１２
番 

中
川 

亜
希 

①
大
辰
巳
町 

②
農

業 

③
『
持
続
可
能
な
農
業
』
を
推
進
し
、
女

性
の
視
点
を
活
か
し
て
、
地
域
の
発
展
と
環 

 

境
保
護
に
全
力
で
取 

り
組
み
ま
す
。 

１３
番 

北
川 

富
美
子 

①
榎
木
町 

②
農 

業 

③
優
良
な
農
地
を
次
世
代
へ
繋
げ
ら
れ 

る
よ
う
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消
や
農
地
の
集 

積
・
集
約
に
努
力
し
て 

ま
い
り
ま
す
。 

１４
番 

山
口 

衞 

①
湖
北
町
河
毛 

②
非

常
勤
役
員 

③
担
い
手
不
足
が
農
業
の
将
来

を
左
右
す
る
時
に
お
い
て
、
農
業
委
員
と
し 

て
少
し
で
も
お
役
に
立 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

つ
こ
と
を
常
に
心
掛
け 

て
い
き
ま
す
。 

１５
番 

清
水 

多
枝
子 

①
三
田
町 

②
農

業 

③
地
域
の
農
地
や
農
業
を
守
り
、
農
業

者
が
夢
を
持
っ
て
農
業
に
取
り
組
め
る
よ
う 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

微
力
な
が
ら
努
め
て
い 

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

１６
番 

林 

甚
一
郎 

①
木
之
本
町
千
田 

 

②
農
業
兼
契
約
社
員 

③
夢
フ
ァ
ー
ム
と
協
力 

し
て
、
農
地
を
有
効
利
用
し
、
担
い
手
を
確
保 

し
、
農
業
所
得
向
上
を 

目
指
し
明
る
い
農
業
を 

進
め
て
ま
い
り
た
い
。 

１７
番 

片
山 

博
之 

①
高
月
町
西
物
部 

②
農
業 

③
農
業
を
と
り
ま
く
環
境
は
、
厳

し
さ
を
増
し
、
そ
の
中
で
も
農
業
に
魅
力
を 

感
じ
、
次
世
代
に
引
き 

継
げ
る
よ
う
活
動
に
努 

め
て
ま
い
り
ま
す
。 

１８
番 

下
司 

治
一 

①
宮
部
町 

②
農
業 

③
農
業
情
勢
の
厳
し
い
中
に
お
い
て
、
農
地
の
利 

用
集
積
や
持
続
可
能
な
農
業
の
推
進
と
、
地
域
農 

業
の
発
展
に
向
け
て
、
微
力 

で
す
が
努
力
し
て
い
き
た 

い
と
思
い
ま
す
。 

長
浜
市
農
業
委
員
を
紹
介
し
ま
す 

新
た
に
、
令
和
６
年
７
月
２０
日
付
け
で
任
命
さ
れ
た
農
業
委
員
３７
人
を
紹
介
し
ま
す
。 

会
長
あ
い
さ
つ 

会
長

將
亦
冨
士
夫

議
席
番
号
２５
番

住
所

瓜
生
町

職
業

農
業

員
会
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
委
員
皆
様
方
か
ら
の
推
挙
に
よ
り
会
長
と
い
う
重
責
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

も
と
よ
り
そ
の
よ
う
な
器
で
も
な
く
浅
学
非
才
の
身
で
は
あ
り
ま
す
が
、
長
浜
市
農
業
の
発
展
に
心
を
尽
く
し

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す 

本
市
は
、
約
８
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
を
抱
え
、
農
業
は
基
幹
産
業
と
し
て
、
本
市
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、
最
近
の
農
業
情
勢
は
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
農
業
従
事
者
の
減
少
、
遊
休
農
地
の
発
生
、
鳥

獣
被
害
の
拡
大
等
農
業
経
営
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
状
況
に
あ
り
ま
す
。 

国
に
お
け
る
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」
の
改
正
を
受
け
、
さ
ら
な
る
農
業
者
の
経
営
状
況
の
改
善
に
向
け
、

今
後
策
定
さ
れ
る
「
基
本
計
画
」
を
充
実
さ
せ
る
よ
う
農
業
委
員
会
と
し
て
国
・
県
・
市
に
要
望
活
動
を
行
う
と
共

に
、
新
た
な
農
業
委
員
３７
名
が
、
地
域
計
画
策
定
に
よ
る
本
市
の
優
良
農
地
の
保
全
、
認
定
農
業
者
の
農
地
集

積
等
に
努
め
、
更
に
多
様
な
農
業
者
を
含
め
、
農
業
者
が
将
来
に
向
け
希
望
の
持
て
る
持
続
可
能
な
経
営
が
で

き
る
よ
う
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
く
存
じ
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
を
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

日
本
各
地
に
お
け
る
猛
暑
日
も
過
ぎ

た
よ
う
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が

続
く
よ
う
で
、
皆
様
方
に
も
残
暑
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

日
頃
か
ら
、
農
業
委
員
会
活
動
に
つ

き
ま
し
て
は
、
格
別
の
ご
理
解
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

こ
の
度
の
委
員
改
選
に
よ
り
、
農
業
委

３０
番

副
会
長
池
田
美
由
紀

① 

湖
北
東
尾
上
町

②
農
業

③
持
続

可
能
な
農
業
を
定
着
さ
せ
、
地
域
の
農
地

・
農
業
を
、
次
の
世
代
へ
と
つ
な
げ
ら
れ

る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。 

議
席
番
号

氏
名

①
住
所

②
職
業 

③
コ
メ
ン
ト 

適
当
な

イ
ラ
ス

ト
を
入

れ
て
く

だ
さ
い

１
番 

稲
田

司

①
西
浅
井
町
野
坂

②

農
業

③
将
来
の
農
業
に
つ
な
げ
る
た
め
の

地
域
計
画
の
実
行
に
向
け
て
、
地
域
事
情
に

見
合
う
サ
ポ
ー
ト
が 

で
き
る
よ
う
努
め
ま 

す
。 

２
番

尚
永

稔

①
大
寺
町

②
農
業

③
次
代
に
向
け
て
、
魅
力
あ
る
農
業
農
村
像

を
目
指
し
、
地
域
の
中
で
先
導
し
て
活
動
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま 

す
。 
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３
番 

谷
口 

義
信 

①
余
呉
町
文
室 

② 

農
業 

③
厳
し
い
農
業
情
勢
の
中
、
地
域
農 

業
が
持
続
で
き
る
様
、
微
力
な
が
ら
努
め
て 

ま
い
り
ま
す
。 

４
番 

幸
田 

重
徳 

①
西
浅
井
町
庄
②

農
業
兼
団
体
職
員 

③
中
山
間
地
域
の
農

地
を
守
り
、
地
域
農
業
が
持
続
的
に
発
展 

し
て
い
け
る
よ
う
努 

め
て
ま
い
り
ま
す
。 

５
番 

脇
坂 

良
平 

①
小
谷
丁
野
町 

②

農
業 

③
年
々
厳
し
い
農
業
情
勢
の
中
、
地

域
の
農
地
・
農
業
者
を
守
り
、
持
続
可
能
な 

農
業
に
な
る
よ
う
貢
献 

し
た
い
。 

 

６
番 

中
川 

半
弥 

①
大
戌
亥
町 

②
農 

業
兼
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー 

③
地
域
農
業
の
維

持
継
続
、
農
地
の
保
全
に
微
力
な
が
ら
努
め 

ま
す
。 

７
番 

多
賀 

君
子 

①
山
ノ
前
町 

②
農

業 

③
大
切
な
農
地
を
守
る
と
共
に
、
地
域 

の
農
業
や
農
業
者
を
守
り
、
次
世
代
に
引
き 

継
ぐ
活
動
に
努
力
し
て 

い
き
ま
す
。 

８
番 

石
橋 

萬
次
郎 

①
余
呉
町
上
丹

生 

②
農
業 

③
農
業
法
人
化
の
増
加
と
育 

成
、
サ
ル
、
シ
カ
に
よ
る
獣
害
の
減
少
対
策 

に
努
め
ま
す
。 

９
番 

阿
辻 
康
博 

①
西
浅
井
町
岩
熊 

②
農
業 

③
厳
し
い
農
業
情
勢
の
中
、
地
域

の
農
業
や
農
業
者
を
守
り
、
次
世
代
に
引
き 

継
げ
る
よ
う
努
力
し
た 

い
と
思
い
ま
す
。 

１０
番 

大
塚 

高
司 

①
保
多
町 

②
農
業 

③
地
域
農
業
を
守
る
た
め
、
ま
た
、
次
世
代

の
農
業
者
が
成
長
産
業
と
し
て
確
立
で
き 

る
よ
う
に
努
め
さ
せ 

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

１１
番 

宮
澤 

幸
次 

①
高
月
町
柏
原 

② 

農
業 

③
厳
し
い
農
業
情
勢
の
中
、
地
域
農

業
の
継
続
の
た
め
、
農
地
集
約
、
後
継
者
の 

育
成
に
、
微
力
な
が 

ら
努
め
て
ま
い
り
ま 

す
。 

１２
番 

中
川 

亜
希 

①
大
辰
巳
町 

②
農

業 

③
『
持
続
可
能
な
農
業
』
を
推
進
し
、
女

性
の
視
点
を
活
か
し
て
、
地
域
の
発
展
と
環 

 

境
保
護
に
全
力
で
取 

り
組
み
ま
す
。 

１３
番 

北
川 

富
美
子 

①
榎
木
町 

②
農 

業 

③
優
良
な
農
地
を
次
世
代
へ
繋
げ
ら
れ 

る
よ
う
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消
や
農
地
の
集 

積
・
集
約
に
努
力
し
て 

ま
い
り
ま
す
。 

１４
番 

山
口 

衞 

①
湖
北
町
河
毛 

②
非

常
勤
役
員 

③
担
い
手
不
足
が
農
業
の
将
来

を
左
右
す
る
時
に
お
い
て
、
農
業
委
員
と
し 

て
少
し
で
も
お
役
に
立 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

つ
こ
と
を
常
に
心
掛
け 

て
い
き
ま
す
。 

１５
番 

清
水 

多
枝
子 

①
三
田
町 

②
農

業 

③
地
域
の
農
地
や
農
業
を
守
り
、
農
業

者
が
夢
を
持
っ
て
農
業
に
取
り
組
め
る
よ
う 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

微
力
な
が
ら
努
め
て
い 

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

１６
番 

林 

甚
一
郎 

①
木
之
本
町
千
田 

 

②
農
業
兼
契
約
社
員 

③
夢
フ
ァ
ー
ム
と
協
力 

し
て
、
農
地
を
有
効
利
用
し
、
担
い
手
を
確
保 

し
、
農
業
所
得
向
上
を 

目
指
し
明
る
い
農
業
を 

進
め
て
ま
い
り
た
い
。 

１７
番 

片
山 

博
之 

①
高
月
町
西
物
部 

②
農
業 

③
農
業
を
と
り
ま
く
環
境
は
、
厳

し
さ
を
増
し
、
そ
の
中
で
も
農
業
に
魅
力
を 

感
じ
、
次
世
代
に
引
き 

継
げ
る
よ
う
活
動
に
努 

め
て
ま
い
り
ま
す
。 

１８
番 

下
司 

治
一 

①
宮
部
町 

②
農
業 

③
農
業
情
勢
の
厳
し
い
中
に
お
い
て
、
農
地
の
利 

用
集
積
や
持
続
可
能
な
農
業
の
推
進
と
、
地
域
農 

業
の
発
展
に
向
け
て
、
微
力 

で
す
が
努
力
し
て
い
き
た 

い
と
思
い
ま
す
。 

長
浜
市
農
業
委
員
を
紹
介
し
ま
す 

新
た
に
、
令
和
６
年
７
月
２０
日
付
け
で
任
命
さ
れ
た
農
業
委
員
３７
人
を
紹
介
し
ま
す
。 

会
長
あ
い
さ
つ 

会
長

將
亦
冨
士
夫

議
席
番
号
２５
番

住
所

瓜
生
町

職
業

農
業

員
会
総
会
に
お
き
ま
し
て
、
委
員
皆
様
方
か
ら
の
推
挙
に
よ
り
会
長
と
い
う
重
責
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

も
と
よ
り
そ
の
よ
う
な
器
で
も
な
く
浅
学
非
才
の
身
で
は
あ
り
ま
す
が
、
長
浜
市
農
業
の
発
展
に
心
を
尽
く
し

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す 

本
市
は
、
約
８
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
を
抱
え
、
農
業
は
基
幹
産
業
と
し
て
、
本
市
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、
最
近
の
農
業
情
勢
は
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
農
業
従
事
者
の
減
少
、
遊
休
農
地
の
発
生
、
鳥

獣
被
害
の
拡
大
等
農
業
経
営
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
状
況
に
あ
り
ま
す
。 

国
に
お
け
る
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」
の
改
正
を
受
け
、
さ
ら
な
る
農
業
者
の
経
営
状
況
の
改
善
に
向
け
、

今
後
策
定
さ
れ
る
「
基
本
計
画
」
を
充
実
さ
せ
る
よ
う
農
業
委
員
会
と
し
て
国
・
県
・
市
に
要
望
活
動
を
行
う
と
共

に
、
新
た
な
農
業
委
員
３７
名
が
、
地
域
計
画
策
定
に
よ
る
本
市
の
優
良
農
地
の
保
全
、
認
定
農
業
者
の
農
地
集

積
等
に
努
め
、
更
に
多
様
な
農
業
者
を
含
め
、
農
業
者
が
将
来
に
向
け
希
望
の
持
て
る
持
続
可
能
な
経
営
が
で

き
る
よ
う
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
く
存
じ
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
を
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

日
本
各
地
に
お
け
る
猛
暑
日
も
過
ぎ

た
よ
う
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が

続
く
よ
う
で
、
皆
様
方
に
も
残
暑
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

日
頃
か
ら
、
農
業
委
員
会
活
動
に
つ

き
ま
し
て
は
、
格
別
の
ご
理
解
、
ご
協
力

を
賜
り
ま
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

こ
の
度
の
委
員
改
選
に
よ
り
、
農
業
委

３０
番

副
会
長
池
田
美
由
紀

① 

湖
北
東
尾
上
町

②
農
業

③
持
続

可
能
な
農
業
を
定
着
さ
せ
、
地
域
の
農
地

・
農
業
を
、
次
の
世
代
へ
と
つ
な
げ
ら
れ

る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。 

議
席
番
号

氏
名

①
住
所

②
職
業 

③
コ
メ
ン
ト 

適
当
な

イ
ラ
ス

ト
を
入

れ
て
く

だ
さ
い

１
番 

稲
田

司

①
西
浅
井
町
野
坂

②

農
業

③
将
来
の
農
業
に
つ
な
げ
る
た
め
の

地
域
計
画
の
実
行
に
向
け
て
、
地
域
事
情
に

見
合
う
サ
ポ
ー
ト
が 

で
き
る
よ
う
努
め
ま 

す
。 

２
番

尚
永

稔

①
大
寺
町

②
農
業

③
次
代
に
向
け
て
、
魅
力
あ
る
農
業
農
村
像

を
目
指
し
、
地
域
の
中
で
先
導
し
て
活
動
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま 

す
。 
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あなたの区域の農業委員です。 **お気軽にご相談ください** 

地区 農業委員 担 当 区 域 

長浜 中川 半弥 旧長浜地区、三和町、地福寺町、弥高町、平方町（一部）、平方南町、永久寺町、下坂浜町、大戌亥町、

下坂中町、中山町、分木町、森町、相撲町、祇園町、列見町、十里町 

〃 中川 亜希 八幡東町、南高田町、平方町（一部）、四ツ塚町、勝町、大辰巳町、室町、宮司町、大東町、小堀町、南

田附町、今川町 

〃 森 勘十 寺田町、田村町、高橋町、加田町、加田今町 

〃 小林 治一良 八条町、本庄町、常喜町、鳥羽上町、名越町、布勢町、小一条町 

〃 北川 富美子 七条町、南小足町、新栄町、加納町、榎木町、今町 

〃 大塚 高司 春近町、石田町、堀部町、保多町、垣籠町、東上坂町、西上坂町、千草町 

〃 廣部 重嗣 川崎町、山階町、口分田町、保田町、国友町、泉町、新庄寺町、新庄中町、新庄馬場町、小沢町、 

下之郷町、神照町、八幡中山町 

浅井 清水 多枝子 内保町、大路町、三田町、湯次町 

〃 多賀 君子 大依町、八島町、平塚町、尊勝寺町、山ノ前町、西野町、尊野町 

〃 將亦 冨士夫 高畑町、力丸町、野田町、木尾町、上野町、小室町、黒部町、竜安寺町、谷口町、北野町、池奥町、 

瓜生町、田川町、須賀谷町 

〃 多賀 正和 西主計町、東主計町、相撲庭町、今荘町、佐野町、南池町、北池町、法楽寺町、野村町 

〃 宮元 孫善 北ノ郷町、東野町、小野寺町、醍醐町、徳山町、飯山町、当目町、大門町、乗倉町、南郷町、野瀬町、

草野町、高山町、寺師町、西村町、太田町、郷野町、鍛冶屋町、岡谷町 

びわ 伊藤 泰子 曽根町、細江町 

〃 橋本 治太郎 難波町、錦織町、落合町、川道町、小観音寺町、稲葉町、弓削町、十九町、上八木町 

〃 中川 哲博 新居町、野寺町、八木浜町、大浜町、南浜町、下八木町 

〃 吉川 尚宏 香花寺町、富田町、早崎町、益田町、安養寺町 

虎姫 尚永  稔 唐国町、月ヶ瀬町、大寺町、中野町、桜町、柿ノ木、長田町、新旭町、酢、田町、五村 

〃 下司 治一 三川町、宮部町、大井町、西大井町 

湖北 脇坂 良平 小谷郡上町、小谷美濃山町、小谷上山田、下山田、湖北町二俣、小谷丁野町、湖北町山脇、湖北町別所、

湖北町留目、湖北町伊部 

 

３５
番 

筒
井 

伸
彦 

①
木
之
本
町
黒
田 

②
農
業 

③
農
業
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不 

足
等
厳
し
い
情
勢
で
す
が
、
優
良
農
地
を
守 

り
、
地
域
農
業
の
維
持 

・
振
興
に
努
め
て
い
き 

た
い
。 

３６
番 

服
部 

昇
司 

①
木
之
本
町
西
山 

②
農
業 

③
農
業
委
員
の
先
輩
諸
氏
の
意
見

を
聞
き
、
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
出
来
る
様 

努
力
し
、
遊
休
農
地
が

少
し
で
も
無
く
な
る
よ 

う
活
動
し
た
い
。 

３７
番 

山
内 

祥
子 

①
湖
北
町
馬
渡 

② 

農
業 

③
こ
の
度
初
め
て
農
業
委
員
と
な
り 

ま
し
た
。
諸
先
輩
方
の
指
導
を
い
た
だ
き
な 

が
ら
、
地
域
農
業
振
興 

の
た
め
努
力
し
て
ま
い 

り
ま
す
。 

適当なイラ
ストなどを
入れてくだ
さい。 

 
２０
番 

吉
川 

尚
宏 

①
早
崎
町 

②
農
業 

③
地
域
農
業
を
持
続
し
て
い
く
た
め
、
若
い

後
継
者
を
育
成
し
、
誰
も
が
安
定
し
た
農
業 

経
営
が
出
来
る
よ
う 

に
、
関
係
機
関
へ
要
望 

し
て
い
き
た
い
。 

２１
番 

森 

勘
十 

①
加
田
町 

②
農
業 

③
新
た
な
担
い
手
の
育
成
、
さ
ら
な
る
農
地

の
利
用
調
整
等
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
に
希
望 

が
持
て
る
魅
力
あ
る 

地
域
農
業
の
振
興
に 

努
め
ま
す
。 

２２
番 

中
川 

哲
博 

①
南
浜
町 

②
農
業 

 

③
食
の
『
生
産
工
場
』
で
あ
る
農
地
を
、
地
域 

（
自
治
会
）
と
共
に
次
世
代
に
維
持
発
展
で 

き
る
よ
う
微
力
な
が 

ら
活
動
し
ま
す
。 

２３
番 

弓
削 

美
穂 

①
高
月
町
東
柳
野 

②
会
社
員 

③
地
域
農
業
の
維
持
・
発
展
に

貢
献
で
き
る
よ
う
、
微
力
な
が
ら
努
め
て
ま 

い
り
ま
す
。 

２４
番 

田
中 

義
人 

①
西
浅
井
町
大
浦 

②
農
業
兼
自
営
業 

③
今
回
初
め
て
農
業
委 

員
を
さ
せ
て
頂
く
事
に
な
り
ま
し
た
。
皆
様 

の
ご
指
尊
を
仰
ぎ
な 

が
ら
、
努
め
さ
せ
て 

い
た
だ
き
ま
す
。 

２６
番 

大
谷 
正
人 

①
木
之
本
町
古
橋 

②
農
業
兼
会
社
員 
③
中
山
間
地
域
の
厳
し 

い
農
業
情
勢
の
中
で
す
が
、
次
世
代
に
引
き 

継
ぐ
活
動
に
微
力
を 

尽
く
し
ま
す
。 

２７
番 

伊
藤 

泰
子 

①
曽
根
町 

②
自
営

業 

③
消
費
者
の
立
場
で
の
中
立
委
員
で

す
。
先
輩
の
委
員
の
皆
さ
ん
の
お
力
も
お
借 

り
し
て
、
努
力
し
て
ま 

い
り
た
い
と
思
い
ま 

す
。 

２８
番 

多
賀 

正
和 

①
野
村
町 

②
農
業 

③
地
域
の
農
業
・
農
地
を
守
る
た
め
、
ま
た
若 

い
農
業
者
の
育
成
を
通
じ
て
、
地
域
の
農
業
が 

維
持
し
続
け
ら
れ
る
よ 

う
微
力
な
が
ら
努
め
て 

ま
い
り
ま
す
。 

２９
番 

廣
部 

重
嗣 

①
口
分
田
町 

②
農 

業 

③
異
常
気
象
、
資
材
高
騰
と
厳
し
い
農

業
環
境
で
あ
る
が
、
農
業
者
の
確
保
・
育
成 

と
優
良
農
地
の
堅
守
、 

未
来
の
農
業
の
た
め
努 

め
ま
す
。 

３１
番 

間
所 

秀
夫 

①
余
呉
町
下
余
呉 

②
農
業 

③
長
浜
市
の
美
し
い
田
畑
を
守
り 

、
持
続
可
能
な
農
業
を
次
の
世
代
へ
確
実
に 

引
き
継
い
で
い
け
る
よ 

う
努
力
し
て
ま
い
り
ま 

す
。 

３２
番 

角
田 

功 

①
高
月
町
井
口 

②
農 

業 

③
遊
休
農
地
の
拡
大
防
止
に
努
め
、
地 

域
農
業
が
維
持
発
展
で
き
る
よ
う
努
力
し 

ま
す
。 

３３
番 

橋
本 

治
太
郎 

①
川
道
町 

②
農 

業 

③
厳
し
い
農
業
情
勢
の
中
、
地
域
農
業 

を
継
続
し
、
優
良
農
地
を
守
り
、
若
い
世
代 

へ
引
き
継
げ
る
よ
う
努 

力
し
て
い
き
た
い
と
思 

い
ま
す
。 

１９
番 

宮
元 

孫
善 

①
草
野
町 

②
農
業

兼
会
社
員 

③
担
当
地
域
の
農
業
、
農
村
を
取

り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、
地
域
農 

業
・
環
境
を
守
る
た
め
の
活 

動
を
常
に
考
え
、
微
力
な
が 

ら
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

３４
番 

小
林 

治
一
良 

①
常
喜
町 

②
農

業 

③
農
業
情
勢
が
変
遷
す
る
中
、
優
良
農 

地
を
守
り
、
次
世
代
に
引
き
継
げ
る
よ
う
地 

域
農
業
の
振
興
に
努 

め
て
い
き
ま
す
。 

    

適当なイラストなどを入れて

ください。 
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あなたの区域の農業委員です。 **お気軽にご相談ください** 

地区 農業委員 担 当 区 域 

長浜 中川 半弥 旧長浜地区、三和町、地福寺町、弥高町、平方町（一部）、平方南町、永久寺町、下坂浜町、大戌亥町、

下坂中町、中山町、分木町、森町、相撲町、祇園町、列見町、十里町 

〃 中川 亜希 八幡東町、南高田町、平方町（一部）、四ツ塚町、勝町、大辰巳町、室町、宮司町、大東町、小堀町、南

田附町、今川町 

〃 森 勘十 寺田町、田村町、高橋町、加田町、加田今町 

〃 小林 治一良 八条町、本庄町、常喜町、鳥羽上町、名越町、布勢町、小一条町 

〃 北川 富美子 七条町、南小足町、新栄町、加納町、榎木町、今町 

〃 大塚 高司 春近町、石田町、堀部町、保多町、垣籠町、東上坂町、西上坂町、千草町 

〃 廣部 重嗣 川崎町、山階町、口分田町、保田町、国友町、泉町、新庄寺町、新庄中町、新庄馬場町、小沢町、 

下之郷町、神照町、八幡中山町 

浅井 清水 多枝子 内保町、大路町、三田町、湯次町 

〃 多賀 君子 大依町、八島町、平塚町、尊勝寺町、山ノ前町、西野町、尊野町 

〃 將亦 冨士夫 高畑町、力丸町、野田町、木尾町、上野町、小室町、黒部町、竜安寺町、谷口町、北野町、池奥町、 

瓜生町、田川町、須賀谷町 

〃 多賀 正和 西主計町、東主計町、相撲庭町、今荘町、佐野町、南池町、北池町、法楽寺町、野村町 

〃 宮元 孫善 北ノ郷町、東野町、小野寺町、醍醐町、徳山町、飯山町、当目町、大門町、乗倉町、南郷町、野瀬町、

草野町、高山町、寺師町、西村町、太田町、郷野町、鍛冶屋町、岡谷町 

びわ 伊藤 泰子 曽根町、細江町 

〃 橋本 治太郎 難波町、錦織町、落合町、川道町、小観音寺町、稲葉町、弓削町、十九町、上八木町 

〃 中川 哲博 新居町、野寺町、八木浜町、大浜町、南浜町、下八木町 

〃 吉川 尚宏 香花寺町、富田町、早崎町、益田町、安養寺町 

虎姫 尚永  稔 唐国町、月ヶ瀬町、大寺町、中野町、桜町、柿ノ木、長田町、新旭町、酢、田町、五村 

〃 下司 治一 三川町、宮部町、大井町、西大井町 

湖北 脇坂 良平 小谷郡上町、小谷美濃山町、小谷上山田、下山田、湖北町二俣、小谷丁野町、湖北町山脇、湖北町別所、

湖北町留目、湖北町伊部 

 

３５
番 

筒
井 

伸
彦 

①
木
之
本
町
黒
田 

②
農
業 

③
農
業
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不 

足
等
厳
し
い
情
勢
で
す
が
、
優
良
農
地
を
守 

り
、
地
域
農
業
の
維
持 

・
振
興
に
努
め
て
い
き 

た
い
。 

３６
番 

服
部 

昇
司 

①
木
之
本
町
西
山 

②
農
業 

③
農
業
委
員
の
先
輩
諸
氏
の
意
見

を
聞
き
、
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
出
来
る
様 

努
力
し
、
遊
休
農
地
が

少
し
で
も
無
く
な
る
よ 

う
活
動
し
た
い
。 

３７
番 

山
内 

祥
子 

①
湖
北
町
馬
渡 

② 

農
業 

③
こ
の
度
初
め
て
農
業
委
員
と
な
り 

ま
し
た
。
諸
先
輩
方
の
指
導
を
い
た
だ
き
な 

が
ら
、
地
域
農
業
振
興 

の
た
め
努
力
し
て
ま
い 

り
ま
す
。 

適当なイラ
ストなどを
入れてくだ
さい。 

 
２０
番 

吉
川 

尚
宏 

①
早
崎
町 

②
農
業 

③
地
域
農
業
を
持
続
し
て
い
く
た
め
、
若
い

後
継
者
を
育
成
し
、
誰
も
が
安
定
し
た
農
業 

経
営
が
出
来
る
よ
う 

に
、
関
係
機
関
へ
要
望 

し
て
い
き
た
い
。 

２１
番 

森 

勘
十 

①
加
田
町 

②
農
業 

③
新
た
な
担
い
手
の
育
成
、
さ
ら
な
る
農
地

の
利
用
調
整
等
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
に
希
望 

が
持
て
る
魅
力
あ
る 

地
域
農
業
の
振
興
に 

努
め
ま
す
。 

２２
番 

中
川 

哲
博 

①
南
浜
町 

②
農
業 

 

③
食
の
『
生
産
工
場
』
で
あ
る
農
地
を
、
地
域 

（
自
治
会
）
と
共
に
次
世
代
に
維
持
発
展
で 

き
る
よ
う
微
力
な
が 

ら
活
動
し
ま
す
。 

２３
番 

弓
削 

美
穂 

①
高
月
町
東
柳
野 

②
会
社
員 

③
地
域
農
業
の
維
持
・
発
展
に

貢
献
で
き
る
よ
う
、
微
力
な
が
ら
努
め
て
ま 

い
り
ま
す
。 

２４
番 

田
中 

義
人 

①
西
浅
井
町
大
浦 

②
農
業
兼
自
営
業 

③
今
回
初
め
て
農
業
委 

員
を
さ
せ
て
頂
く
事
に
な
り
ま
し
た
。
皆
様 

の
ご
指
尊
を
仰
ぎ
な 

が
ら
、
努
め
さ
せ
て 

い
た
だ
き
ま
す
。 

２６
番 

大
谷 

正
人 

①
木
之
本
町
古
橋 

②
農
業
兼
会
社
員 

③
中
山
間
地
域
の
厳
し 

い
農
業
情
勢
の
中
で
す
が
、
次
世
代
に
引
き 

継
ぐ
活
動
に
微
力
を 

尽
く
し
ま
す
。 

２７
番 

伊
藤 

泰
子 

①
曽
根
町 

②
自
営

業 

③
消
費
者
の
立
場
で
の
中
立
委
員
で

す
。
先
輩
の
委
員
の
皆
さ
ん
の
お
力
も
お
借 

り
し
て
、
努
力
し
て
ま 

い
り
た
い
と
思
い
ま 

す
。 

２８
番 

多
賀 

正
和 

①
野
村
町 

②
農
業 

③
地
域
の
農
業
・
農
地
を
守
る
た
め
、
ま
た
若 

い
農
業
者
の
育
成
を
通
じ
て
、
地
域
の
農
業
が 

維
持
し
続
け
ら
れ
る
よ 

う
微
力
な
が
ら
努
め
て 

ま
い
り
ま
す
。 

２９
番 

廣
部 

重
嗣 

①
口
分
田
町 

②
農 

業 

③
異
常
気
象
、
資
材
高
騰
と
厳
し
い
農

業
環
境
で
あ
る
が
、
農
業
者
の
確
保
・
育
成 

と
優
良
農
地
の
堅
守
、 

未
来
の
農
業
の
た
め
努 

め
ま
す
。 

３１
番 

間
所 

秀
夫 

①
余
呉
町
下
余
呉 

②
農
業 

③
長
浜
市
の
美
し
い
田
畑
を
守
り 

、
持
続
可
能
な
農
業
を
次
の
世
代
へ
確
実
に 

引
き
継
い
で
い
け
る
よ 

う
努
力
し
て
ま
い
り
ま 

す
。 

３２
番 

角
田 

功 

①
高
月
町
井
口 

②
農 

業 

③
遊
休
農
地
の
拡
大
防
止
に
努
め
、
地 

域
農
業
が
維
持
発
展
で
き
る
よ
う
努
力
し 

ま
す
。 

３３
番 

橋
本 

治
太
郎 

①
川
道
町 

②
農 

業 

③
厳
し
い
農
業
情
勢
の
中
、
地
域
農
業 

を
継
続
し
、
優
良
農
地
を
守
り
、
若
い
世
代 

へ
引
き
継
げ
る
よ
う
努 

力
し
て
い
き
た
い
と
思 

い
ま
す
。 

１９
番 

宮
元 

孫
善 

①
草
野
町 

②
農
業

兼
会
社
員 

③
担
当
地
域
の
農
業
、
農
村
を
取

り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、
地
域
農 

業
・
環
境
を
守
る
た
め
の
活 

動
を
常
に
考
え
、
微
力
な
が 

ら
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

３４
番 

小
林 

治
一
良 

①
常
喜
町 

②
農

業 

③
農
業
情
勢
が
変
遷
す
る
中
、
優
良
農 

地
を
守
り
、
次
世
代
に
引
き
継
げ
る
よ
う
地 

域
農
業
の
振
興
に
努 

め
て
い
き
ま
す
。 

    

適当なイラストなどを入れて

ください。 
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地区 農業委員 担 当 区 域 

湖北 山口 衞 
湖北町河毛、湖北町小今、湖北町賀、湖北町八日市、湖北町青名、湖北町猫口、湖北町沢、 

湖北今町 

〃 山内 祥子 
湖北町馬渡、湖北町大安寺、湖北町南速水、湖北町小倉、湖北高田町、湖北町速水、湖北町五坪、

大光寺町、湖北町田中 

〃 池田 美由紀 
湖北町山本、湖北町海老江、湖北町延勝寺、湖北町今西、湖北町津里、湖北町石川、湖北東尾上町、

湖北町尾上 

高月 角田  功 高月町井口、高月町持寺、高月町洞戸、高月町尾山、高月町保延寺、高月町雨森、高月町高野 

〃 宮澤 幸次 
高月町柏原、高月町渡岸寺、高月町落川、高月町馬上、高月町森本、高月町高月、高月町宇根、 

高月町東阿閉 

〃 弓削 美穂 
高月町東柳野、高月町柳野中、高月町西柳野、高月町重則、高月町熊野、高月町片山、 

高月町西阿閉 

〃 片山 博之 
 高月町東高田、高月町布施、高月町唐川、高月町横山、高月町東物部、高月町西物部、高月町磯野、

高月町松尾、高月町西野 

木之本 筒井 伸彦 木之本町木之本、木之本町廣瀬、木之本町黒田 

〃 林 甚一郎 木之本町田部、木之本町千田 

〃 大谷 正人 
木之本町金居原、木之本町杉野、木之本町杉本、木之本町音羽、木之本町大見、木之本町川合、 

木之本町古橋、木之本町石道、木之本町小山 

〃 服部 昇司 
木之本町大音、木之本町飯浦、木之本町山梨子、木之本町西山、木之本町田居、木之本町北布施、

木之本町赤尾 

余呉 谷口 義信 
余呉町文室、余呉町国安、余呉町東野、余呉町今市、余呉町新堂、余呉町池原、余呉町小谷、 

余呉町柳ヶ瀬、余呉町椿坂、余呉町中河内 

〃 間所 秀夫 余呉町坂口、余呉町下余呉、余呉町中之郷、余呉町八戸、余呉町川並 

〃 石橋 萬次郎 
余呉町下丹生、余呉町上丹生、余呉町摺墨、余呉町菅並、余呉町小原、余呉町田戸、余呉町奥川並、

余呉町鷲見、余呉町尾羽梨、余呉町針川 

西浅井 阿辻 康博 西浅井町余、西浅井町集福寺、西浅井町沓掛、西浅井町横波、西浅井町岩熊、西浅井町月出 

〃 稲田  司 西浅井町塩津浜、西浅井町祝山、西浅井町野坂、西浅井町塩津中 

〃 田中 義人 西浅井町大浦、西浅井町菅浦、西浅井町八田部、西浅井町山田、西浅井町小山 

〃 幸田 重徳 西浅井町山門、西浅井町中、西浅井町庄、西浅井町黒山 

 

 －引き続き 熱中症にご注意を！－ 
日中における屋外や農業用ハウス内での作業など、高温、高湿下での農作業は、熱中症を引き 

起こしやすいため、以下の予防のポイントについてご留意ください。 

 

１．暑さを避けてください。 
高温時の作業を極力避けましょう。また、日陰や風通しのよい場所で作業を行いましょう。ハウス内での

作業は、短時間でも換気をしましょう。 

２．こまめな休憩、水分・塩分補給をしてください。 
  のどの渇きを感じる前にこまめに水分等を補給しましょう。また、あらかじめ休憩時間を決め、涼しい 

場所で休憩をとりましょう。 

３．熱中症の対策アイテムを活用してください。 
  帽子、空調服、吸湿速乾性の衣服などを活用しましょう。 

４．単独作業を避けてください。 
１人での作業の場合は、必ず家族や近所の方などに、作業場所や帰宅予定時刻などを伝えましょう。 

また、単独作業を極力避けるようにしましょう。 

 

☆少しでもおかしいと感じたら、涼しい場所に避難いただき、医療機関で診療を受けましょう。 

万全な準備や対応をお願いいたします。 

編集・発行 長浜市農業委員会  〒526-8501 長浜市八幡東町 632 番地（長浜市役所本庁舎２階） 

ＴＥＬ：0749(65)6549 ＦＡＸ：0749(65)1602 E-mail：noui@city.nagahama.lg,jp 


